
令和７年度 幼児教育研修（保育の質向上 松山ゼミ）
「保育の質を高める記録」

～子どもも保育者もワクワク保育を楽しもう～

第１回 令和７年 ６月２７日（金）会場：足立区役所大会議室A
第２回 令和７年 ７月２５日（金）会場：足立区生涯学習センター
第３回 令和７年 ９月 ５日（金）会場：足立区役所庁舎ホール
第４回 令和７年１１月 ７日（金）会場：足立区勤労福祉会館

講師：和泉短期大学 教授 松山 洋平 氏

自分の取り組むテーマを考える
チャレンジテーマは、個々の施設長が注目したい（チャレンジし
たい）ポイントであり、保育をより面白くしていくための出発点。
テーマは進行していくうちに変化していくもの。

ドキュメンテーションの活用については、「保護者への活動報告」としての活用にとどまり、本来の子どもの
思いを「記録」し、保育を考えていく方向での活用を十分にできていない園が多い。
しかしドキュメンテーションを毎日実施している園ほど、業務負荷という課題感が少ない。

子どもの思いや行為の「意味」に目を向けて
その子が、今、チャレンジしようとしていること、味わっていること、発見していること、おもしろ
がっていること、困っていることなどをその子どもの側から探ってみて、感じたことを味わう

「べき」から出発しない
「べき」を議論するのではなく、その
子どもの内面に目を向ける

「ない」から出発しない
「ない」ものを見つけるのではなく、
見えてくる今その子どもに「ある」こと
からみる

第１回 責任職としての悩み、課題を共有→取り組みテーマを決める

「子ども主体」の実現には、記録・計画・対話が重要

「子ども主体」を実現する園の特徴
①計画の柔軟性：子どもの姿に合わせて柔軟に計画を変更している
②記録の仕方・活用の充実：保育のエピソードを様々な形で記録し、多様な活用をしている
③先生同士が子どもの姿を語り合い、安心できる雰囲気の中で保育をしている

松山洋平 松山ゼミ1回目資料より

＜ゼミ生のチャレンジテーマ例＞
・子どものこころもちに触れる面白さを感じよう！
・楽しい園庭ってどんな庭？
・保育について本音で話してみよう
～私と同僚の良いとこ探し～

第2回 可視化した記録の活用と対話を促す取り組み

保育カンファレンスの目的は
①「内面の理解」
子どもの気持ちに寄り
添うことが子どもを理解
する第一歩。

②「発達の理解」
子どもの発達に即して、
その時期にふさわしい活
動や援助を考えること。

③「関係性の理解」
遊びのなかでの子ども同士の関係、保育者・家族と
の関係なども考慮して子どもの行動を理解すること。

１．子ども理解を深める
２．自らの保育や子どもの
見方・枠組みの自覚と振り返り（＝省察）

３．一人の省察を協同省察へ 多面的な理解

松山洋平 松山ゼミ２回目資料より

「保育ウェブ」は
・子どもの主体的な姿（発想、つぶやき、興味・関心）を重視する
・一人で作成するのではなく、複数の人で作成することを大切に

「私」にはどう見えたのか、心揺さ
ぶられたことが何かを大切に



「保育ウェブ」を作成することの可能性
①遊びや活動の時間的経過が分かりやすいのでは
②見通しがもてると同時に、遊びの連続性や発展性を意識できるのでは
③文章（書類作成）のみで考えるよりワクワクするのでは

記録と計画の距離が縮まり、子どもの姿に応じた保育者の援助が、根拠をもってしやすくなるのでは

第3回 保育の質を高める責任職としてのマネジメント（対話ができる職場づくり）

「安心と挑戦の循環」を通してこどものウェルビーイングを高める

乳幼児の育ちには、「安心」と「挑戦」の繰り返しが大切

豊かな遊びと体験 アタッチメント（愛着）

「アタッチメント」の本質は、子どもが一人で
いることを尊重するということ＝自立を促す
大人が良かれと思って先回りしたり、干渉し
たりしないこと

安心挑戦

幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン こども家庭庁より
保育の質とアタッチメント
安心と挑戦の循環を支え促す」 遠藤利彦より

第４回 園の計画や記録の振り返りを開いていく

チャレンジテーマの取り組みを
ポスターにし、発表する

ポスター作成にあたり、大事なことは、
個々の取り組みの過程を具体的に描き、
そこから得られた「手応え」や「課題」を
示すこと。

松山洋平 松山ゼミ４回目資料より

記録【評価】や計画【ワクワク】を通して対話する

記録が変われば、対話は変わる

記録の内容が変われば、対話の内容が変わる
記録の視点が変われば、対話の視点が変わる
対話の視点が変わると計画が変わる

（予想される姿、事前準備、環境構成、保育者の留意や配慮）

松山ゼミ（第4回）
松山先生の

まとめの言葉より

この研修を受講したことで、皆さんの心が『こうしなきゃ』というプレッシャーから解き放たれ、
『ワクワクする！』『自分からやっていいんだ！』という前向きな気持ちに変わっていくこと。それ
こそが、何より大切です。まずは園長が自ら楽しんで動いてみてください。その背中を見て、職
員の中に『やっていいんだ』という安心感と意欲が芽生えます。そこから対話が生まれ、若手
にも保育の楽しさや意味が伝わっていくはずです。時には枠組みを外し、ユーモアを交えなが
ら楽しむ時間を共有してください。
研修の学びを園全体に広げ、一人一人が主役（リーダー）となることで、仕事への誇りや、や
りがいが生まれます。この輪が他の園へ、そして社会へと広がっていくことを願っています。日
々の『計画』や『記録』を、ただの事務作業ではなく、保育をより良くするための『普段使いの
道具』として活用し、共に質の向上を目指していきましょう。

受講生の報告書より

・ドキュメンテーションを作成することで、日誌や事例の書き手の気持ちを推察することができ、どのようにそれらを見
たらいいのかという視点が広がったように思う。毎日の日誌や実践の中に職員の力が伸びていく材料があるので、そ
れらを活かして園が前進できるように、日誌やドキュメンテーションをしっかりと見て、子どもの話をしていきたい。

・写真やウェブなどの視覚化されたツールを使用したことで、課題のポイントの共有が助けられ、経過を把握しやすく
なったことは、園長だけでなく、職員も効果を感じたのではないか。今後も同僚性を高め、実践→評価→改善の良い
循環をめざしたい。


